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阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
間
も
な
く
十
年
ñ
。
七
月
に
は
新

潟
や
福
井
で
集
中
豪
雨
に
よ
り
多
数
の
死
傷
者
が
出
る
な
ど
、

大
き
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
国
で
は
防
災

体
制
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
地
方
で
も
防
災

力
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
地
域
の
協
力
体
制

の
充
実
に
よ
り
、
乳
幼
児
や
高
齢
者
な
ど
の
災
害
弱
者
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
流
山
市
で

も
、
平
成
十
二
年
に
流
山
市
地
域
防
災
計
画
を
策
定
し
、
毎

年
、
総
合
防
災
訓
練
や
防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
実
施
す
る

な
ど
、
防
災
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「お互いの個性がひかる共同参画」。6月23日～29日は男女共同参画週間です
□問企画政策課男女共同参画室@７１５０－６０６４

市の人口と予算

【人口・世帯】〈8月1日現在〉
合計＝151,781人 （－120）（ ）内は前月比
男 ＝ 75,181人 （－108）
女 ＝ 76,600人 （－ 12）
世帯＝ 56,721世帯（－ 6）
【予算】〈8月1日現在〉
一 般 会 計＝39,702,400千円
特別・企業会計＝37,302,013千円

大規模災害時には一定の訓練を受け
たボランティアの活動が不可欠です。
災害救援ボランティア推進委員会で
は、必要な防災の知識と応急手当の技
術習得を目的に、「千葉第14期災害救
援ボランティア講座」（全4回）を開催
します。
▽日程＝９月21日∏・22日π・30日

∫、10月30日º９時20分～17時（10月
30日は13時～16時）▽場所＝千葉県消
防学校（千葉市）ほか▽対象／定員＝
県内在住または在勤の方／40人（先着
順）※申し込み方法等詳細は問い合わ
せを
問̧災害救援ボランティア推進委員会

@０３－３５８４－４０８５（平日10時～
17時）

８
月
29
日
に
総
合
防
災
訓
練

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
実
践
力
を

市
消
防
署
で
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
人
工
呼
吸
や
心
肺

蘇
生
な
ど
、
救
命
の
知
識
と

技
術
を
習
得
し
て
い
た
だ
く

普
通
救
命
実
技
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。
ご
参
加
を
。

▽
日
時
＝
９
月
５
日
∂
13

時
〜
16
時
▽
場
所
＝
北
消
防

署
▽
対
象
／
定
員
＝
市
民
／

30
人
（
先
着
順
）
▽
参
加

費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
電

話
で
北
消
防
署
へ

□問
北
消
防
署
@
７
１
５
２

―

０
１
１
９

市
で
は
、
い
ざ
と
い
う
と

き
適
切
な
行
動
が
取
れ
る
よ

う
に
、
防
災
関
係
機
関
の
協

力
を
得
て
総
合
防
災
訓
練
を

行
い
ま
す
。

訓
練
に
参
加
し
て
防
災
に

つ
い
て
の
知
識
と
実
践
力
を

身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

当
日
は
、
会
場
周
辺
の
自

治
会
、
市
、
警
察
署
、
陸
上

自
衛
隊
な
ど
の
関
係
機
関
が

参
加
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

避
難
誘
導
訓
練
、
救
助
訓
練
、

消
火
訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま

す
。ま

た
、
災
害
時
の
郵
便
業

務
や
災
害
時
伝
言
ダ
イ
ヤ

ル
、
電
気
火
災
の
防
止
方
法

な
ど
を
紹
介
し
た
展
示
コ
ー

ナ
ー
や
仮
設
ト
イ
レ
の
組
み

立
て
、
起
震
車
の
乗
車
等
の

体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
を
。

▽
日
時
＝
８
月
29
日
∂
９

時
55
分
〜
11
時
30
分
▽
場

所
＝
八
木
南
小
学
校

□問
総
務
課
@
７
１
５
０
―

６
０
６
７

災害救援ボランティア講座に参加を

災
害
に
強
い
安
全
な
ま
ち
を

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
防
災
の
要

9月1日は
防災の日

救
命
の
知
識
と
技
術
を
学
ぼ
う

万が一の災害に備え ７月24日、松戸市の江戸川河川敷
で東　中部地区連合水防団水防演習が行われました＝写真。流山市
からは消防団員や建設協会の方々が参加。猛暑の中にもかかわらず
スムーズな連携プレーで様々な水防工法を行いました。

【日　　時】８月21日º午後６時30分～
（雨天・荒天の場合は、８月28日に順延）

【場　　所】流山1～3丁目地先の江戸川堤
（流山駅または平和台駅で下車。徒歩５分）

【内　　容】打ち上げ花火、とうろう流し
【交通規制】当日午後６時から８時30分まで、
会場周辺で交通規制が行われます（図参照）。
※会場へは、電車かバス
をご利用ください
【そ の 他】
・とうろう（1,000円）は
21日までに申し込みを
・ごみは、各自持ち帰り
をお願いします
問̧流山花火大会実行委

員会（流山市商工会内）
@７１５８－６１１４

【日　　時】８月21日º午前10時～午後６時
（雨天・荒天の場合は、8月28日に順延）

【場　　所】文化会館駐車場
【内　　容】新選組ステージイベント、新選
組物産展、市内商工業者の屋台ブース、市民
フリーマーケット、特設ステージにてＹＯＳ
ＡＫＯＩソーラン踊り（午前11時～12時）・
ゆかたコンテスト（午後４時～６時）など
問̧新選組流山隊実行委員会事務局（マーケ

ティング課内）@７１５０－６３０８

新選組・ながれやま夏まつり 新選組・ながれやま夏まつり 
ゆかたコンテスト・ＹＯＳＡＫＯＩソーラン踊りなど 

楽しいイベント盛りだくさん 

いよいよ夏休みも後半。
市役所や博物館など公共施
設では、夏休みにご家族で
参加できる催しを企画して
います。
◎後藤純男絵画展が８月
31日まで市役所市民ギャラ

リーで開催中です。なお、8月28日º・29日∂（午前９
時～午後５時）も一般開放します。ぜひ、ご覧ください。
◎企画展「新選組流山に入る」が９月19日まで博物
館で開催中です。なお、８月21日から近藤勇座像が登
場します。
問̧生涯学習課@７１５０－６１０６／博物館@７１５

９－３４３４

人と人とのふれあいの場「青空市」に出店
して、市民まつりを盛り上げてくれる団体等
を募集します。

▽出店資格＝市民団体、
市内の事業所・学校または
市民中心の団体および家族
▽募集数＝30団体（１団体
テント１張り、電源なし）
▽参加費＝１万円▽申し込

み＝コミュニティ課にある申込用紙に必要事
項を記入し、返信用封筒（住所、氏名を明記
し、90円切手を貼付）を添えて、９月３日ま
でにコミュニティ課へ持参※定員になり次第
締め切り

□問コミュニティ課@７１５０－６０７６

市民手作りのイベントにするため、会場の
準備から当日のまつりの運営まで、スタッフ
として参加いただけるボランティアを募集し
ます。
▽日時＝A10月31日∂10
時～12時B11月２日∂10時
～12時C３日¥９時～16時
D４日∫９時～▽場所＝市
総合運動公園▽内容＝AB

会場設営Cバスの添乗、コーナー企画の補助、
受付、場内整備等D会場撤去、清掃▽申し込
み＝コミュニティ課にある申込用紙に必要事項
を記入し、９月15日（必着）までに〒270－0192
流山市役所コミュニティ課へ郵送または持参
※申込用紙はコミュニティ課ホームページ
http://www.city.nagareyama.chiba.jp/section/
からのダウンロードもできます

夏休みご家族で 「後藤純男展」市役所で開催中 
博物館では「新選組の企画展」 

「青空市」で人と人とのふれあいを 皆さんの参加で手作りの市民まつりに 

28
日
º
・
29
日
∂
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

第29回流山花火大会 第29回流山花火大会 
夏の夜空を彩る特大スターマインや 
　　　　　　　　８号玉など３,５００発 

災
害
時
の
地
域
の
役
割

大
地
震
な
ど
の
大
き
な
災

害
が
発
生
し
た
場
合
、
火
災

や
建
物
の
倒
壊
な
ど
に
よ
る

交
通
遮
断
か
ら
、
消
火
・
救

出
・
救
護
活
動
に
支
障
を
き

た
す
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

隣
近
所
の
住
民
に
よ
っ
て
多

く
の
方
が
倒
壊
家
屋
か
ら
救

出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
住

民
に
よ
る
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
な

ど
が
延
焼
を
防
ぎ
ま
し
た
。

地
震
な
ど
に
よ
る
被
害
の
防

止
や
軽
減
を
図
る
た
め
に

は
、
地
域
住
民
の
自
主
的

な
防
災
活
動
が
`
い
ざ
a
と

い
う
と
き
、
大
き
な
力
を
発

で
多
く
の
自
主
防
災
組
織
が

設
立
さ
れ
、
地
域
内
で
の
防

災
訓
練
や
防
災
知
識
の
啓
発

な
ど
を
行
い
、
災
害
発
生
時

の
対
応
能
力
の
向
上
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
。

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
災
害
に
備
え
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
重
要
視
さ
れ

て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
自
治
会
や
自
主
防

災
組
織
に
参
加
し
て
、
災
害

に
強
い
地
域
づ
く
り
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

□問
総
務
課
@
７
１
５
０
―

６
０
６
７

揮
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
防
災

活
動
は
、
各
自
が
ば
ら
ば
ら

に
行
動
す
る
の
で
は
な
く
住

民
が
団
結
し
、
ま
と
ま
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
の
効
果
が

最
大
限
に
発
揮
さ
れ
ま
す
。

自
治
会
活
動
に
参
加
を

市
内
で
も
、
自
治
会
単
位

花
火
大
会
交
通
規
制 

※
　

は
通
行
止 
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¥
¥
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至松戸 

本
部 

消
防
署 

県
道
松
戸
野
田
線 至
柏 

至野田 

流山駅 

平和台駅 

市
役
所 

江
戸
川

江
戸
川 

江
戸
川 

流
山
橋 

11月3日総合運動公園で 



平成16年８月15日（日曜日） （２）第１０７２号

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
ご
家
庭
の
パ
ソ
コ
ン
や

携
帯
電
話
な
ど
か
ら
公
共
施
設
の
予
約
等
が
で
き
る
「
流
山

市
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
」
が
、
十
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
今
号
で
は
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

募
方
法
な
ど
、
詳
細
に
つ
い

て
は
、「
広
報
な
が
れ
や
ま

９
月
15
日
号
」
で
お
知
ら
せ

し
ま
す

□問
行
政
改
革
推
進
課
@
７

１
５
０
―

６
０
７
８

「
南
流
山
駅
北
口
地
下
自

転
車
駐
車
場
」
が
、
九
月
一

日
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

こ
の
地
下
自
転
車
駐
車
場

は
、
市
と
ú
自
転
車
駐
車
場

整
備
セ
ン
タ
ー
が
、
駐
輪
場

設
置
お
よ
び
管
理
運
営
の
協

定
を
締
結
し
、
つ
く
ば
エ
ク

ス
プ
レ
ス
の
地
下
用
地
を
活

用
し
て
、
同
整
備
セ
ン
タ
ー

が
新
設
・
管
理
運
営
を
行
う

有
料
の
自
転
車
駐
車
場
で
す
。

利
用
ご
希
望
の
方
は
、
八

月
二
十
七
日
か
ら
受
け
付
け

を
開
始
し
ま
す
の
で
、
別
表

の
利
用
料
金
を
持
参
の
上
、

同
駐
車
場
内
管
理
人
室
に
お

国
の
手
当
で
あ
る
「
特
別

児
童
扶
養
手
当
」、「
特
別
障

害
者
手
当
」、「
障
害
児
福
祉

手
当
」、「
経
過
措
置
福
祉
手

当
」
を
受
け
て
い
る
方
を
対

象
に
、
所
得
状
況
届
（
現
況

届
）
の
提
出
を
九
月
十
日
ま

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

届
け
出
を
忘
れ
た
場
合
、

こ
と
し
八
月
分
か
ら
来
年
七

月
分
ま
で
の
手
当
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
対
象
者
に
は
既
に

郵
送
で
関
係
書
類
の
提
出
に

つ
い
て
通
知
し
て
あ
り
ま

す
。▽

提
出
書
類
＝
A
所
得
状

況
届
（
現
況
届
）
B
特
別
児

童
扶
養
手
当
証
書
（
受
給
者

の
み
）
C
別
居
監
護
申
立
書

（
該
当
者
の
み
）
D
年
金
支

払
通
知
書
（
年
金
受
給
者
の

み
）
E
平
成
16
年
度
（
平
成

15
年
中
の
所
得
）
の
所
得
証

明
書
（
平
成
16
年
１
月
２
日

以
降
に
転
入
し
た
方
の
み
）

▽
提
出
期
限
等
＝
９
月
10
日

ª
ま
で
に
障
害
者
支
援
課
へ

□問
障
害
者
支
援
@
７
１
５

０
―

６
０
８
１

よ
る
自
動
抽
選
で
利
用
者
を

決
定
し
ま
す
（
別
表
参
照
）。

※
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
を

利
用
す
る
際
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ア
ド
レ
ス
や
電
話
番
号
お

よ
び
講
座
案
内
の
照
会
や
応

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
利
用
料
金
＝
別
表
の
と

お
り
▽
利
用
時
間
＝
午
前
６

時
〜
午
後
10
時
（
上
記
時
間

以
外
は
閉
鎖
し
、
出
入
り
で

き
ま
せ
ん
）
▽
収
容
台
数
＝

５
０
４
台
（
先
着
順
）
※
１

人
１
台
、
バ
イ
ク
は
駐
車
不

可
▽
受
付
開
始
日
／
時
間
＝

８
月
27
日
ª
〜
／
午
前
６
時

〜
午
後
８
時

※
南
流
山
駅
周
辺
の
既
存

駐
輪
場（
北
口
第
３
・
第
４
・

第
５
、
南
口
第
１
・
第
３
・

第
４
）
に
つ
い
て
も
、
同
整

備
セ
ン
タ
ー
が
施
設
整
備
を

行
い
、
十
月
一
日
か
ら
有
料

駐
輪
場
と
し
て
管
理
運
営
を

行
い
ま
す
（
詳
細
は
「
広
報

な
が
れ
や
ま
９
月
15
日
号
」

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）。

□問
ú
自
転
車
駐
車
場
整
備

セ
ン
タ
ー
・
管
理
部
@
０
３

―

３
６
６
７
―

１
２
４
１

（
８
月
27
日
以
降
は
、
現
地

管
理
人
室
@
７
１
５
８
―

６

９
６
９
へ
）

現
況
届
は
９
月
10
日
ま
で
に

h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h

h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h

南
流
山
駅
周
辺
に
つ
い
て

は
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

の
来
秋
開
業
な
ど
に
よ
り
、

今
後
、
自
転
車
利
用
の
増
加

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
市
で
は
、

同
駅
周
辺
の
自
転
車
の
放
置

防
止
を
図
り
、
良
好
な
住
環

境
を
確
保
す
る
た
め
、
十
月

一
日
か
ら
同
駅
周
辺
に
「
自

転
車
放
置
禁
止
区
域
」（
図

参
照
）
を
指
定
し
ま
す
。

当
該
区
域
に
自
転
車
を
放

置
し
た
場
合
は
、
即
日
撤
去

（
放
置
自
転
車
移
送
通
告
書

が
張
ら
れ
、
指
定
保
管
場
所

に
移
送
）
し
ま
す
。
所
有
者

が
自
転
車
を
引
き
取
る
場
合

に
は
、
移
送
お
よ
び
保
管
に

要
し
た
費
用
と
し
て
、
一
台

千
円
を
徴
収
し
ま
す
。

な
お
、
自
転
車
を
保
管
す

る
期
間
は
、
移
送
日
か
ら
起

算
し
て
六
十
日
間
で
、
そ
れ

を
過
ぎ
る
と
処
分
し
ま
す
。

区
域
の
内
外
に
関
わ
ら

ず
、
自
転
車
の
放
置
は
止
め

ま
し
ょ
う
。

□問
生
活
安
全
課
@
７
１
５

０
―

６
３
１
２

鰭ケ崎 

南分署南分署 南分署 

南流山 〒 

南流山センター南流山センター 南流山センター 

南流山幼稚園南流山幼稚園 南流山幼稚園 

鰭ケ崎小学校鰭ケ崎小学校 鰭ケ崎小学校 

千葉銀行千葉銀行 

千葉興業千葉興業 

千葉銀行 

駅入口 

千葉興業 

南流山駅南流山駅 南流山駅 

木交差点 

Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線

Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線 

Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線 

∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏
∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏
∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏
∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏
∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏
∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏
∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏
∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏
∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏

南流山駅の周辺道路

10月1日から
自転車放置禁止区域に
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µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
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µ
µ
µ
µ
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µ
µ
µ

µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ

µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ

µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ

µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
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µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ

µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
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南
流
山
駅
に
地
下
駐
輪
場

９
月
１
日
か
ら
オ
ー
プ
ン

hhhhhhhhhhhhhhhhhhh

hhhhhhhhhhhhhhhhhhh

▽期間＝平成17年３月10日まで▽対象＝
原爆被爆者の実子で県内に住所を有し、受
診を希望される方▽申し込み＝受診者の住
所、氏名、電話番号、生年月日、被爆者
（親）の氏名および住所、被爆者手帳番号を
明記の上、平成17年２月10日までに〒260－
8667千葉市中央区市場町１－１千葉県健康
福祉部健康福祉指導課援護恩給室へ郵送し
てください※検査の種類により、一部自己
負担があります　
□問県健康福祉部健康福祉指導課・援護恩給
室@０４３－２２３－２３４９

平成16年度
原爆被爆者2世の健康診断

特
別
児
童
扶
養
手
当

障
害
児
福
祉
手
当

特
別
障
害
者
手
当

経
過
措
置
福
祉
手
当

対象となる利用施設 

施設予約の手続方法など 

対象となる施設 問い合わせ先 

総合運動公園体育施設および屋外施
設等（体育館、テニスコート、野球
場、陸上競技場、江戸川河川敷緑地、
上耕地運動場など） 

文化会館、各公民館、南流山センタ
ー 

市民総合体育館内スポーツ振興課@７１５
９－１２１２ 

森の図書館（会議室、和室、展示ギ
ャラリーなど） 森の図書館@７１５２－３２００ 

ケアセンター（研修室） 

老人福祉センター（会議室、広間など） 老人福祉センター@７１５２－２３７３ 

身体障害者福祉センター（相談室、
集会室など） 身体障害者福祉センター@７１５５－３６３８ 

げんき村キャンプ場 青少年課@７１５０－６１０７ 

リサイクルプラザ・プラザ館（研修
室、工芸室） リサイクル推進課@７１５７－８２５０ 

希望の種目、施設、利用日・時間を指
定して申し込み。 

コンピュータにより自動抽選します。 

抽選結果は画面で確認。当選者は利用
申請ができます。※21日までに申請が
ない場合は無効となります 

空き施設の状況が確認できます。 

空き施設の利用申請ができます（先着
順）。 

利用日当日まで（施設の利用前）に、
各施設の受付窓口で支払い。 

各福祉会館 

駒木台@７１５４－４８２１／流山@７１５９－
１５２０／江戸川台@７１５４－３０２６／西
深井@７１５４－３１２０／思井@７１５９－５
６６６／向小金@７１７３－９３２０／東深井
@７１５５－３６３８／南@７１５４－２９７２／
十太夫@７１５４－５２５４／名都借@７１４
４－５５１０／南流山@７１５９－９３００／野々
下@７１４５－９５００／赤城@７１５８－４５
４５／平和台@７１５８－４２６４ 

コミュニティプラザ　　　　　　　
（多目的ホール、研修室、会議室、
視聴覚室、テニスコートなど） 

コミュニティプラザ@７１５５－５７０１ 

文化会館・中央公民館@７１５８－３４６２／
北部公民館@７１５３－０５６７／東部公民館
@７１４４－２９８８／初石公民館@７１５４－
９１０１／南流山センター@７１５９－４５１１ 

北部・南部柔道場 

博物館（第２展示室） 

一茶双樹記念館 

杜のアトリエ黎明 

博物館@７１５９－３４３４ 

一茶双樹記念館@７１５０－５７５０ 

 

（注１）…｢文化会館大ホール、ケアセンター、老人福祉センター、身体障害者福祉
センター、博物館、一茶双樹記念館、杜のアトリエ黎明、げんき村キャンプ場｣につ
いては、抽選をしないで先着順で利用を受け付けます 
（注２）…インターネットによる空き施設の利用申請期間が、一部施設により異な
ります。また、窓口でのみ受け付ける施設や利用件数制限等のある施設があります 
（注３）…江戸川河川敷緑地、北部柔道場および運動公園（野球場・庭球場の朝６
時から９時までの使用分）の使用料金は、利用日前日の午後５時までに体育館窓口
で支払いを 

利用月の３カ月前の 
月の１日～10日 

利用月の３カ月前の 
月の11日 

利用月の３カ月前の 
月の12日～21日 

利用月の３カ月前の 
月の23日～利用日 

利用月の３カ月前の 
月の23日～利用日前日 

利用申請日～利用日当 
日 

利用申請日～利用日前 
日 

抽選申し込み 
（注１） 

自動抽選 

手 続 き  期　　間 内　　　容 

抽選結果の確認、 
施設の利用申請 

空き施設の 
状況確認 

空き施設の 
利用申請（注２） 

使用料金の 
支払い（注3） 

利用申請の 
取り消し 

ケアセンター@７１５９－７３７７ 

公
共
施
設
の
利
用
予
約
な
ど

公
共
施
設
の
利
用
予
約
な
ど 
公
共
施
設
の
利
用
予
約
な
ど

公
共
施
設
の
利
用
予
約
な
ど 

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
で
可
能
に 
公
共
施
設
の
利
用
予
約
な
ど 

何
が
便
利
に
な
る
の
？

公
民
館
、
福
祉
会
館
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
の
「
利
用

申
し
込
み
」
や
「
空
き
状
況

の
照
会
」
等
が
、
施
設
の
窓

口
に
行
か
な
く
て
も
、
パ
ソ

コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
か
ら

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

（
従
来
ど
お
り
、
窓
口
で
も

受
け
付
け
し
ま
す
）。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
て
、
市
主
催
の
各

種
講
座
等
の
案
内
や
、
一
部

講
座
等
の
応
募
も
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

ま
ず
は
利
用
者
登
録
を

施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
を
利

用
す
る
に
は
、
事
前
に
利
用

者
登
録
が
必
要
で
す
。

八
月
二
十
日
か
ら
、
登
録

の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。

【
個
人
登
録
と
団
体
登
録
】

利
用
者
登
録
に
は
、「
個

人
登
録
」
と
「
団
体
登
録
」

が
あ
り
ま
す
。
個
人
登
録
が

で
き
る
の
は
、
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
満
十
六
歳
以

上
の
方
で
す
。
住
所
、
氏
名
、

年
齢
が
確
認
で
き
る
身
分
証

明
書
等
を
持
参
の
上
、
利
用

す
る
施
設
（
別
表
参
照
）
で

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
（
利

用
す
る
施
設
が
複
数
の
場
合

で
も
、
手
続
き
は
一
カ
所
で

す
み
ま
す
）。

な
お
、
団
体
登
録
の
場
合

は
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

利
用
す
る
施
設
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
登
録
申
請
書
は
、
各
施

設
の
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
登
録
完
了
後
、「
利
用

カ
ー
ド
」
と
「
利
用
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」
を
お
渡
し
し
ま
す

施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
が

利
用
で
き
る
端
末
機

A
パ
ソ
コ
ン（
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
が
接
続
可
能
な
も
の
）

B
利
用
者
端
末
機
（
市
役

所
、
総
合
体
育
館
、
文
化
会

館
に
設
置
し
ま
す
）

C
電
話
機
（
ダ
イ
ヤ
ル
式

の
電
話
は
不
可
。
ダ
イ
ヤ
ル

回
線
で
も
プ
ッ
シ
ュ
式
電
話

は
可
）
…
講
座
案
内
の
照
会
、

講
座
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

D
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
…
施
設

の
空
き
状
況
や
抽
選
結
果
、

予
約
状
況
の
確
認
の
み
利
用

で
き
ま
す
。

E
携
帯
電
話
（
ｉ
モ
ー
ド
、

Ｅ
Ｚ
―

ｗ
ｅ
ｂ
、
ボ
ー
ダ
フ
ォ

ン
ラ
イ
ブ
が
利
用
で
き
る
も

の
）…
講
座
案
内
の
照
会
、

講
座
の
応
募
は
で
き
ま
せ

ん
。施

設
利
用
の
受
付
期
間

お
よ
び
申
込
方
法

こ
れ
ま
で
、
各
施
設
に
よ

り
異
な
っ
て
い
た
施
設
利
用

の
受
付
期
間
を
統
一
し
ま

す
。
利
用
希
望
月
の
三
カ
月

前
の
月
の
一
日
か
ら
十
日
に

抽
選
の
申
し
込
み
を
し
て
く

だ
さ
い
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

　地下自転車駐車場の料金表 

（つくばエクスプレス開通までの間の利用料金） 
 

　※生活保護世帯の方、身体障害者手帳または療育手
帳をお持ちの方は利用料金が免除になります。受け付
けの際に受給証明書や各手帳を提示してください 

一般・学生（高 
校生以下） 

１カ月 

2,000円 

３カ月 

6,000円 

６カ月 

12,000円 

区　分 

（つくばエクスプレス開通後の利用料金） 
 

一般・学生（高 
校生以下） 

１カ月 

2,800円 

３カ月 

8,400円 

６カ月 

16,800円 

区　分 

内…自転車放置禁止区域 

南分署 

南流山センター 

南流山幼稚園 

鰭ケ崎小学校 

千葉銀行 

千葉興業 

南流山駅 
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線 



（３） 平成16年８月15日（日曜日） 第１０７２号

★印のあるものは市主催のものです 

★
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座

▽
日
時
＝
９
月
６
日
・
13

日
・
27
日
の
月
曜
10
時
〜
15

時
▽
場
所
＝
初
石
公
民
館
▽

内
容
＝
講
演
、
実
習
な
ど
▽

講
師
＝
内
海
崎
貴
子
さ
ん

（
川
村
学
園
女
子
大
助
教

授
）、
藤
田
浩
子
さ
ん
（
幼

児
教
育
研
究
家
）
ほ
か
▽
対

象
／
定
員
＝
保
育
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
目
指
す
方
／
40
人

（
多
数
抽
選
）
▽
受
講
中
の

保
育
＝
希
望
す
る
方
は
事
前

に
申
し
込
み
を
（
２
歳
〜
就

学
前
児
ま
で
、
５
人
、
多
数

抽
選
）
▽
申
し
込
み
＝
ハ
ガ

キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
８
月

26
日
（
必
着
）
ま
で
に
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
郵
便
番
号
、

住
所
、
電
話
番
号
、
年
齢
、

受
講
希
望
動
機
、
受
講
中
の

一
時
保
育
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
子
ど
も
の
名
前
と
年
齢

を
記
入
し
〒
２
７
０
―

０
１

７
６
流
山
市
加
１
―

16
―

２

流
山
市
文
化
会
館
へ

□問
文
化
会
館
@
７
１
５
８

―

３
４
６
２

★
初
心
者
Ｉ
Ｔ
講
座

A
メ
ー
ル
入
門
講
座

▽
日
時
＝
９
月
２
日
∫
10

時
〜
15
時
30
分
▽
対
象
＝
文

字
入
力
で
き
る
方
　
　
　
　
　

B
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座

▽
日
時
＝
９
月
８
日
π
〜

10
日
ª
13
時
30
分
〜
15
時
30

分
▽
対
象
＝
パ
ソ
コ
ン
初
心

者
▽
受
講
中
の
保
育
＝
２
歳

〜
就
学
前
児
ま
で
（
事
前
申

し
込
み
制
、
定
員
10
人
、
多

数
抽
選
）

C
ワ
ー
ド
初
級
講
座

▽
日
時
＝
９
月
15
日
π
〜

17
日
ª
13
時
30
分
〜
15
時
30

分
▽
対
象
＝
文
字
入
力
で
き

る
方※

A
〜
C
ま
で
、
会
場
は

い
ず
れ
も
文
化
会
館
、
定
員

は
各
18
人
（
多
数
抽
選
）、

テ
キ
ス
ト
代
等
は
１
０
０
０

円
、
講
師
は
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ゆ
め
テ
ク
ノ
の
皆

さ
ん
、
申
し
込
み
は
、
往
復

ハ
ガ
キ
に
氏
名
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
電
話
番
号
、
年
齢
、

希
望
講
座
名
（
必
ず
記
入
、

重
複
申
込
不
可
）
を
記
入
し

21
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２

７
０
―

０
１
７
６
流
山
市
加

１
―

16
―

２
流
山
市
文
化
会

館
パ
ソ
コ
ン
係
へ
（
B
の
み

受
講
中
の
保
育
あ
り
。
２
歳

〜
就
学
前
児
ま
で
。
申
し
込

み
希
望
者
は
子
ど
も
の
名
前

と
年
齢
も
記
入
）

□問
文
化
会
館
@
７
１
５
８

―

３
４
６
２

★
ふ
る
さ
と
入
門
講
座
石

仏
コ
ー
ス
（
全
４
回
）

▽
期
日
／
テ
ー
マ
／
会
場

（
集
合
場
所
）
＝
A
９
月
４

日
º
／
石
仏
と
は
何
だ
ろ

う
／
中
央
図
書
館
B
９
月
18

日
º
／
見
学
会
／
大
杉
神
社

（
加
）
C
10
月
16
日
º
／
広

義
の
石
仏
を
考
え
る
／
一
茶

双
樹
記
念
館
D
11
月
13
日

º
／
石
仏
の
比
較
研
究
／
一

茶
双
樹
記
念
館
▽
時
間
＝
13

時
30
分
〜
15
時
30
分
▽
講

師
＝
小
川
浩
さ
ん
（
昭
和
女

子
大
学
講
師
）
▽
対
象
／
定

員
＝
市
民
／
50
人
（
先
着
順
）

▽
申
し
込
み
＝
電
話
で
博
物

館
へ□問

博
物
館
@
７
１
５
９
―

３
４
３
４

子
育
て
支
援
講
演
会
・
講

座
県
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協

働
事
業
と
し
て
次
の
講
座
等

を
開
催
し
ま
す
。

【
公
開
講
演
会
】▽
期
日
／

内
容
／
講
師
＝
A
10
月
８
日

ª
／
子
育
て
支
援
と
は
／
大

日
向
雅
美
さ
ん
B
10
月
26
日

∏
／
乳
幼
児
の
心
と
体
の
発

達
／
前
橋
明
さ
ん
（
い
ず
れ

も
13
時
〜
16
時
、
各
１
０
０

０
円
、
会
場
は
松
戸
市
民
劇

場
、
定
員
は
各
２
０
０
人
、

受
講
中
の
保
育
な
ど
は
問
い

合
わ
せ
を
）

【
子
育
て
応
援
者
養
成
県

民
講
座
】
▽
期
日
＝
前
述
の

公
開
講
演
会
を
は
じ
め
平
成

17
年
２
月
ま
で
（
全
10
回
）

▽
場
所
＝
松
戸
市
民
劇
場
▽

対
象
／
定
員
＝
30
〜
60
歳
代

／
30
人（
多
数
抽
選
）▽
参
加

費
＝
３
０
０
０
円
▽
申
し
込

み
＝
〒
２
６
０
―

０
０
３
１
千

葉
市
中
央
区
新
千
葉
２
―

17

―

６
―

１
０
２
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子

ど
も
劇
場
千
葉
県
セ
ン
タ
ー

へ
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
　

□問
同
セ
ン
タ
ー
@
０
４
３

―

３
０
１
―

７
２
６
２

消
防
設
備
士
講
習

▽
日
程
／
内
容
＝
A
９
月

17
日
ª
／
消
火
設
備
B
９
月

21
日
∏
／
警
報
設
備
C
９
月

22
日
π
／
避
難
設
備
・
消
火

器
▽
会
場
＝
千
葉
県
経
営
者

会
館
（
千
葉
市
）
▽
受
講
申

請
書
＝
市
消
防
本
部
予
防
課

で
配
布
▽
受
付
期
間
＝
８
月

26
日
∫
〜
９
月
３
日
ª
▽
提

出
先
＝
õ
県
消
防
設
備
協
会

へ
郵
送
ま
た
は
持
参
※
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
を

□問
消
防
本
部
予
防
課
@
７

１
５
８
―

０
２
７
０

★
夏
休
み
お
話
会
ス
ペ
シ

ャ
ル▽

日
時
＝
８
月
28
日
º
15

時
〜
16
時
▽
場
所
＝
森
の
図

書
館
▽
内
容
＝
図
書
館
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
栞
に
よ
る
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
手
遊
び
な
ど

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
し
込

み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

□問
森
の
図
書
館
@
７
１
５

２
―

３
２
０
０

市
民
芸
術
劇
場
「
小
椋
佳

〜
歌
談
の
会
〜
」

▽
日
時
＝
10
月
23
日
º
15

時（
開
場
14
時
30
分
）〜
▽
場

所
＝
文
化
会
館
▽
チ
ケ
ッ
ト

販
売
開
始
＝
８
月
29
日
∂
９

時
〜
▽
販
売
場
所
＝
各
公
民

館
、
南
流
山
セ
ン
タ
ー
、
イ

ト
ウ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
シ
テ
ィ

（
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
流
山

店
10
時
〜
）、
読
売
新
聞
ó

青
木
新
聞
Ｙ
Ｃ
初
石
支
店
、

朝
日
新
聞
ñ
ア
ー
ツ
Ａ
Ｓ
Ａ

江
戸
川
台
、
電
子
チ
ケ
ッ
ト

ぴ
あ
▽
料
金
＝
４
０
０
０
円

（
全
席
指
定
）

□問
生
涯
学
習
課
@
７
１
５

０
―

６
１
０
６

★
児
童
館
指
導
員
（
臨
時

職
員
）
募
集

▽
勤
務
先
＝
市
内
児
童
館

等
▽
対
象
／
募
集
人
員
＝
保

育
士
等
の
有
資
格
者
／
若
干

名
▽
勤
務
時
間
＝
月
〜
土
曜

（
毎
月
第
１
土
曜
、
第
３
月

曜
を
除
く
）
８
時
30
分
〜
17

時
▽
時
間
給
＝
９
０
０
円

（
交
通
費
別
途
支
給
）

□問
子
育
て
支
援
課
@
７
１

５
０
―

６
０
８
２

学
童
保
育
所
の
指
導
員
募

集
▽
場
所
＝
ひ
よ
ど
り
学
童

ク
ラ
ブ
（
長
崎
）、
そ
よ
か

ぜ
学
童
ク
ラ
ブ
（
八
木
南
）、

た
け
の
子
ル
ー
ム
（
向
小
金
）

▽
内
容
＝
長
崎
小
、
八
木
南

小
、
向
小
金
小
の
各
１
〜
３

年
生
の
放
課
後
保
育
※
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
を

□問
ひ
よ
ど
り
学
童
ク
ラ
ブ

@
７
１
４
５
―

４
４
１
４
／

そ
よ
か
ぜ
学
童
ク
ラ
ブ
@
７

１
５
０
―

５
７
９
７
／
た
け

の
子
ル
ー
ム
@
７
１
７
３
―

９
３
１
３

★
福
祉
施
策
審
議
会

▽
日
時
＝
８
月
23
日
∑
13

時
30
分
〜
▽
場
所
＝
市
役
所

▽
内
容
＝
次
世
代
育
成
支
援

行
動
計
画
、
障
害
者
基
本
計

画
の
策
定
ほ
か

□問
社
会
福
祉
課
@
７
１
５

０
―

６
０
７
９

★
都
市
計
画
審
議
会

▽
日
時
＝
８
月
26
日
∫
14

時
〜
▽
場
所
＝
市
役
所
▽
内

容
＝
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

沿
線
整
備
区
域
内
の
新
駅
を

中
心
と
し
た
地
区
と
西
平

井
・
鰭
ケ
崎
土
地
区
画
整
理

区
域
の
「
用
途
地
域
、
高
度

地
区
、
防
火
地
域
お
よ
び
準

防
火
地
域
、
地
区
計
画
」
に

つ
い
て

□問
都
市
計
画
課
@
７
１
５

０
―

６
０
８
７

★
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
素
案
特
集
号

市
民
参
加
に
よ
り
立
案
作

業
を
進
め
て
き
た
本
市
都
市

計
画
の
基
本
方
針
と
な
る

「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
が
市
民
と
行
政
と
の
協

働
素
案
と
し
て
ま
と
ま
り
ま

し
た
。

そ
の
概
要
を
８
月
24
日
に

「
広
報
な
が
れ
や
ま
号
外
特

集
号
」
と
し
て
発
行
し
、
広

く
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を

お
聴
き
し
ま
す
。

□問
都
市
計
画
課
@
７
１
５

０
―

６
０
８
７

移
動
暴
力
相
談
所
の
開
設

▽
日
時
＝
８
月
18
日
π
10

時
〜
16
時
▽
場
所
＝
東
　
飾

県
民
セ
ン
タ
ー
（
松
戸
市
）

□問
県
暴
力
団
追
放
県
民
会

議
@
０
４
３
―

２
５
４
―

８

９
３
０

イ　ベ　ン　ト

市民伝言板
このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各
公民館、南流山センター、森の図書館、各福祉会館、
市民総合体育館にある掲載申込書に必要事項を記入の
うえ、掲載希望号の１カ月前（イベント掲載希望者の
み）までに秘書広報課に提出を。
なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開
催日時・場所、問い合わせ先です。また、内容の確認
は当事者間でするようにお願いします。
□問秘書広報課@７１５０－６０６３

健康太極拳無料体験教室（健康太極拳同好会
主催）＝８月29日∂10時～12時、思井福祉会館
□問矢澤@７１５９－１６７６
秋冬野菜づくり体験（体験農園野良主催）＝

９月４日º～平成17年２月25日º９時～11時
（月2回）、上貝塚。参加費15,000円□問福井@０９
０－８００７－０３９１
簡単！かぼちゃまんじゅうをつくりましょう

（スウィートクラブ主催）＝９月４日º10時～13時、
初石公民館。参加費700円□問伊藤@７１５９－１２
１４
愛のふれあいチャリティショー（流山市カラオ

ケ演芸協会主催）＝９月５日∂９時30分～17時、
文化会館。入場無料□問染谷@７１４５－３７２８
外国語講座（流山市国際交流協会主催）＝中

国語、スペイン語、韓国語、中級英会話、募集
人員は各若干名、開催日・会場は問い合わせを。
年会費2,000円、受講料3カ月3,000円□問杉浦@７
１５５－１８７４

A昼60デシベル・朝夕55デシベル・夜50デシベルの協定値を超えた時間 
B連続した3カ月間に日平均値が0.04ppmを超えた日数（0.06ppmを超えた日数） 
C日平均値が0.10mg／„を超えた日が２日以上連続したことの有無 

環境測定の結果 
　クリーンセンター大気質環境測定結果 

項　　　目 

大
　
　
気
　
　
質 

法・条例による 
規制値 保証数値 測定数値 

排
　
出
　
ガ
　
ス 

窒素酸化物 
 (ppm) 

硫黄酸化物 
(ppm)

塩 化 水 素 
(ppm) 
 ば い じ ん 
(mg/„N)
水　銀 
(mg/„N)

ダイオキシン類 
(ng‐TEQ/„N)

 

250 以下 

430 以下 

80 以下 

 

1 以下 

 

10 以下 

30 以下 

10 以下 

5 以下 

0.03 以下 

0.01 以下 

6月 

6月 

6月 

6月 

6月 

5月 

1以下 

10以下 

2以下 

1以下 

0.005以下 

0.00005以下 

※ダイオキシン類の測定は１カ月間連続してサンプリングし、検査に約２カ
月を要することから結果の公表が遅れます 

問̧リサイクル推進課@７１５７－８２５０ 

常磐自動車道測定結果 （平成16年6月） 

（平成16年5月・6月） 

― 
 
 
 
 
 
 
 
― 

項　　目 若葉台 西初石 東初石 青　田 

14 

0（0） 

無 

時　間 

日 

有　無 

15 

0（0） 

無 

16 

1（0） 

無 

22 

0（0） 

無 

A騒音 

BNO2 

CSPM

D日平均 

　交通量 

上　　り 

44,638台 

下　　り 

45,921台 

合　　計 

90,559台 

問̧環境保全課@７１５０－６０８３ 

そ
の
他

講
座
・
講
演

資
格
・
求
人

映
画
・
公
演

施
策
会
議
傍聴可

今月は27日に 
第196回 

▽日時＝８月27日ª12時15分～▽場所＝市役所市
民ギャラリー▽テーマ＝｢ミニオペラ～あまんじゃ
くとうりこひめ｣▽出演＝あまんじゃく・橋場征代、
うりこひめ・久野薫、じっさ・熊坂正実、ばっさ・
熊坂牧子、殿さん・熊坂良雄、けらい・高木太郎
□問生涯学習課@７１５０－６１０６

▽日時＝８月20日ª９時30分～16時▽場所＝流山

運転免許センター▽献血のできる方＝16歳～69歳の

健康な方（ただし、65歳以上の方は60歳から64歳まで

に献血経験がある方）※献血手帳がある方は持参

□問保健センター@７１５４－０３３１

自衛官採用案内
防衛大学校学生　防衛医科大学校学生　陸上看護学生

応募資格 日本国籍を有し、高卒（見込み含む）
平成17年４月１日現在18歳以上、21歳未満の者
看護学生は24歳未満の者

受付期間 ９月10日ª～10月１日ª必着
試 験 日 看　　護　10月17日∂

防衛医大　11月６日º・７日∂

防 衛 大　11月13日º・14日∂

入　　隊 平成17年４月上旬
□問自衛隊千葉地方連絡部柏募集案内所@７１６３－６８８４

献血にご協力を



∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

∂
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∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

平成16年８月15日（日曜日） （４）第１０７２号

「広報ながれやま」は再生紙を使用しています

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
友

好
の
輪
を
広
げ
て
も
ら
お
う

と
、
姉
妹
都
市
の
福
島
県
相

馬
市
と
本
市
の
子
ど
も
た
ち

に
よ
る
交
流
試
合
が
、
七
月

二
十
四
日
か
ら
八
月
九
日
に

か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
と
し
は
、
野
球
が
本
市

を
会
場
に
、
サ
ッ
カ
ー
と
剣

道
は
相
馬
市
を
会
場
に
行
わ

れ
、
選
手
た
ち
は
、
試
合
や

交
流
会
を
通
じ
て
互
い
に
友

好
を
深
め
ま
し
た
。

七
月
二
十
五
日
、
市
総
合

運
動
公
園
野
球
場
と
上
耕
地

〜
※
雨
天
中
止
▽
場
所
＝
東

深
井
地
区
公
園
▽
参
加
費
＝

無
料
▽
持
ち
物
＝
水
筒
、
タ

オ
ル
、
帽
子
▽
申
し
込
み
＝

当
日
直
接
会
場
へ

運
動
場
で
行
わ
れ
た
少
年
野

球
の
交
流
試
合
に
は
、
相
馬

市
か
ら
八
チ
ー
ム
、
本
市
代

表
四
チ
ー
ム
の
総
勢
百
五
十

人
が
参
加
し
て
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

気
温
三
十
度
を
超
え
る
暑

さ
の
中
、
元
気
あ
ふ
れ
る
、

は
つ
ら
つ
と
し
た
プ
レ
ー
で

会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

軽
ス
ポ
ー
ツ
の
つ
ど
い

「
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

ゴ
ル
フ
」

▽
日
時
＝
８
月
29
日
∂
８

時
30
分
（
受
け
付
け
は
８
時
）

流
山
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

実
行
委
員
会
で
は
、
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
で
選
手
が
安
全

に
レ
ー
ス
が
で
き
る
よ
う
、

コ
ー
ス
の
交
通
整
理
を
行
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▽
日
時
＝
10
月
10
日
∂
９

時
〜
13
時
▽
対
象
＝
18
歳
以

上
（
高
校
生
を
除
く
）
の
一

般
男
女
▽
説
明
会
＝
８
月
28

日
º
10
時
〜
、
市
民
総
合
体

育
館
▽
申
し
込
み
＝
８
月
27

日
ま
で
に
電
話
で
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
へ

七
月
二
十
四
日
か
ら
ア
メ

リ
カ
・
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
で
開

か
れ
た
少
年
少
女
サ
ッ
カ
ー

の
国
際
大
会
「
第
二
十
四
回

サ
ー
フ
カ
ッ
プ
」
の
日
本
代

表
に
八
木
北
小
の
高
波
裕
喜

く
ん
（
写
真
右̊
）
と
東
深
井

小
の
河
野
健
太
く
ん
（
写
真

左̊
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ふ

た
り
は
、
市
内
の
強
豪
チ
ー

ム
、
ペ
ガ
サ
ス
ジ
ュ
ニ
ア
Ｆ

Ｃ
に
所
属
す
る
小
学
六
年

生
。
全
国
か
ら
百
四
十
チ
ー

ム
が
出
場
し
た
キ
ャ
ノ
ン
カ

ッ
プ
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
で

日
本
代
表
に
選
ば
れ
ま
し

た
。七

月
十
六
日
に
市
長
室
を

訪
れ
、
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て

世
界
中
に
友
だ
ち
が
で
き
た

ら
素
晴
ら
し
い
と
話
が
は
ず

み
ま
し
た
。

健康できれいな歯を持つ小・中学生を決める
健歯優良児コンクールが、６月17日に南流山セ
ンターで行われ、市内それぞれの小・中学校の
代表２人、合計46人が自慢の歯を競い合いまし
た＝写真。また、図画ポスター展も開催されま
した。結果は次のとおりです。
【小学校の部一席】西澤駿平（小山小６年）、
安達恭子（八木北小６年）
【中学校の部一席】安田佳祐（北部中３年）、
武智尋美（東部中３年）
【図画ポスターの部最優秀賞】熊田彩乃（西初
石小３年）、飯島彩（江戸川台小６年）、内田里
奈（常盤松中３年） 〈敬称略〉
また、７月８日に開催された千葉県健歯児

童・生徒中央審査会で、八木北小学校の安達恭
子さんが小学校女子の部において、「県知事賞」
を受賞しました。

真夏の太陽が照りつける中、第34回小学校
水泳競技大会が７月28日に流山市民プールで
開かれました＝写真。大会は18種目で競われ、
流山小学校が見事、総合優勝に輝きました。
また、最優秀選手には、久保園修さん（流
山小）と今井陽子さん（流山北小）が選ば
れました。

健康な歯の競い合い

合
場
所
＝
５
時
45
分
／
初

石
駅
前
▽
内
容
＝
手
賀
沼

公
園
ま
で
15
キ
ロ
の
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
▽
参
加
費
＝
３

０
０
円
（
軽
食
代
）
※
帰

※
必
ず
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

詩

小
林
稔
　
選
（
流
山
市
前
平
井
88
‐
7
）

俳句

水
見
壽
男
　
選
　
（
流
山
市
東
深
井
865
‐
111
）

短歌

武
田
静
江
　
選
　
（
流
山
市
松
ケ
丘
４
‐
505
‐
90
）

川
な
り
に
曲
が
る
街
筋
夏
つ
ば
め
　
　

短
夜
や
雨
を
音
色
の
子
守
歌
　
　
　

価
値
観
の
違
ひ
ま
ざ
ま
ざ
ソ
ー
ダ
水

蹲
踞
の
水
に
横
た
ふ
切
菖
蒲

新
樹
映
ゆ
水
ゆ
た
か
な
る
町
に
住
む

【
評
】
一
句
目
　
川
は
災
害
防
止
等
の
見
地
か
ら
水
流
の
調
整
の
た
め
蛇
行
さ
せ
て
あ
る
。

そ
ん
な
川
の
流
れ
に
沿
う
て
河
川
敷
が
あ
り
、
田
畑
が
あ
り
家
屋
敷
が
あ
る
。
蛇
行
の
川

に
沿
う
て
飛
ぶ
夏
燕
の
切
れ
味
が
美
し
い
。
二
句
目
　
寝
惜
し
ま
れ
る
短
夜
の
一
刻
を
、
雨

音
を
子
守
歌
に
寝
入
る
安
穏
の
姿
が
描
か
れ
る
。
三
句
目
　
ま
さ
に
新
し
い
視
点
か
ら
の

句
柄
で
あ
る
。
世
代
、
性
の
ち
が
い
、
思
考
形
態
の
差
な
ど
、
ソ
ー
ダ
水
の
味
も
価
値
観

も
歴
史
の
流
れ
の
中
で
違
い
の
差
を
広
げ
て
行
く
の
で
あ
る
。
四
句
目
　
日
本
画
の
域
を

思
わ
せ
る
形
の
い
い
句
柄
で
あ
る
。
音
と
彩
を
底
流
と
し
た
句
意
で
も
あ
る
。
五
句
目
　
新

樹
の
こ
ろ
の
自
然
の
彩
り
は
、
命
の
洗
濯
に
万
全
の
世
界
で
も
あ
る
。
下
総
ノ
国
流
山
は

加
え
て
水
豊
か
な
る
米
所
の
町
で
も
あ
る
。

大
　
暑

松
　
ケ
　
丘
　
　
皆
川
　
春
安

ひ
と
っ
子
ひ
と
り
い
な
い

昼
下
が
り
の
街

蝉
が
息
を
と
め

時
間
の
往
き
過
ぎ
る
の
を
待
つ

あ
ふ
れ
る
光
が
音
を
奪
い
色
を
奪
っ
た

記
憶
の
フ
ィ
ル
ム
を
焼
い
た
燃
え
さ
し

狂
気
が
す
べ
り
こ
む
炎
天
の
空

額
か
ら
汗
が
な
が
れ
た

厳
し
い
父
の
よ
う
に

怒
る
き
ん
い
ろ
の
太
陽

い
つ
か
一
陣
の
風
が
立
ち

ひ
と
と
き
蜩
の
音
が

空
白
を
満
た
す

秋
の
気
配
が

【評】私たちの「今」はいつも記憶を引きずり込んでい
る。先祖たちが帰ってくる夏は、すでに異界と地続きの
ように思われ、照りつける陽射しの光景は妙になつかし
い。記憶と「今」が瞬時に溶け込む錯覚に陥ってしまう
のは、うだるような暑さのせいであろうか。八月半ばを
過ぎると、風の使者がそっと私たちに秋を伝えてくれ
る。夏の危うさから逃れて、優しい日常がふたたび私た
ちを迎えてくれるのだ。

原
稿
は
直
接

選
者
へ
お
送

り
く
だ
さ
い

江
戸
川
台
東
　
浅
利
　
ミ
チ

向
　
小
　
金
　
相
川
　
　
豊

東
　
初
　
石
　
鈴
木
美
津
子

向
　
小
　
金
　
関
口
　
條
山

西
　
初
　
石
　
石
戸
谷
貞
夫

音
も
な
き
雨
の
調
べ
に
紫
陽
花
は
祈
る
が
ご
と
く
花
毬
た
れ
る

西
　
初
　
石
　
岡
田
正
五
郎

病
む
脚
を
宥
め
て
わ
た
る
大
茅
の
輪
の
又
列
に
従
く
夫
の
た
め
に
と

松
　
ケ
　
丘
　
丸
山
　
実
子

砂
浜
に
パ
ラ
ソ
ル
を
さ
し
寝
こ
ろ
ん
で
肌
小
麦
い
ろ
に
夏
の
陽
あ
び
る

美
　
　
　
原
　
森
口
　
　
杏

【
評
】
岡
田
氏
　
降
る
と
も
な
し
の
雨
を
、
調
べ
と
情
感
で
表
現
し
、
祈
る
が
如
く
の
直
喩

が
、
紫
陽
花
の
姿
の
花
毬
に
照
応
し
て
お
り
、
視
点
と
肩
肘
を
張
ら
な
い
人
柄
の
純
朴
さ

が
よ
い
。
丸
山
氏
　
現
実
の
ハ
ー
ド
ル
、
病
む
脚
の
痛
み
を
こ
ら
え
て
立
ち
向
か
う
「
列

に
従
く
」
四
句
で
切
っ
て
、
き
り
り
と
語
調
を
締
め
、
歌
に
託
し
た
心
と
物
の
奇
跡
を
、

亡
き
夫
に
呼
び
か
け
、
捧
げ
ら
れ
た
「
レ
ク
イ
エ
ム
」
は
美
し
い
。
森
口
氏
　
ゆ
っ
た
り

と
し
た
ひ
と
と
き
、
上
句
を
受
け
て
の
開
放
感
に
、
真
夏
の
太
陽
が
よ
く
表
白
さ
れ
て
お

り
、
流
れ
る
よ
う
な
リ
ズ
ム
で
の
心
の
伝
達
は
読
者
を
も
共
感
さ
せ
る
手
法
、
作
者
の
持

ち
味
が
心
よ
い
。

∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏
∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏∏健歯優良児コンクール

中央審査会中央審査会で 

安達恭子安達恭子さんが 

　県知事賞　県知事賞 

中央審査会で 

安達恭子さんが 

　県知事賞 

選
手
の
快
走
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ 

楽しみながら身体を動かそう 

中央審査会で 

安達恭子さんが 

　県知事賞 

日
本
代
表
イ
レ
ブ
ン
に 

ペ
ガ
サ
ス 

ジ
ュ
ニ
ア 

FC

高
波
　
裕
喜
く
ん 

河
野
　
健
太
く
ん 

選
手
の
快
走
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ 

楽しみながら身体を動かそう 

中央審査会で 

安達恭子さんが 

　県知事賞 

流山 
ロードレース 
大会 

選
手
選
手
の
快
走
快
走
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ 

選
手
の
快
走
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ 

コ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集 

楽しみながら身体を動かそう 

中央審査会で 

安達恭子さんが 

　県知事賞 

選
手
の
快
走
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ 

楽しみながら身体を動かそう 

気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
も
う 

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
を 

中央審査会で 

安達恭子さんが 

　県知事賞 

選
手
の
快
走
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ 

楽しみながら身体を動かそう 楽しみながら身体を動かそう 

∏
∏
∏
∏
∏
∏
∏
∏
∏
∏
∏
∏
∏
∏
∏
∏

∏
∏
∏
∏
∏
∏
∏
∏
∏
∏
∏
∏
∏
∏
∏
∏

中央審査会で 

安達恭子さんが 

　県知事賞 

選
手
の
快
走
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ 

楽しみながら身体を動かそう 

流山市･相馬市姉妹都市交流 

暑さなんて吹き飛ばせ！ 
スポーツで広がる交流の輪 

り
の
交
通
費
は
自
己
負
担

▽
持
ち
物
＝
水
筒
、
タ
オ

ル
、
帽
子
、
着
替
え
、
雨

具
▽
申
し
込
み
＝
当
日
直

接
集
合
場
所
へ

少
年
野
球
教
室
に
１
８
０
人

元
巨
人
軍
選
手
が
熱
血
指
導

七
月
二
十
四
日
、「
読
売

巨
人
軍
さ
わ
や
か
野
球
教

室
」
が
市
総
合
運
動
公
園
野

球
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
＝
写

真
。
少
年
野
球
チ
ー
ム
の
小

学
生
約
百
八
十
人
の
前
に
現

れ
た
の
は
、
元
巨
人
軍
の
篠

塚
和
典
さ
ん
（
内
野
手
）
と

橋
本
清
さ
ん
（
投
手
）。
現

役
時
代
、
好
守
好
打
の
二
塁

手
だ
っ
た
篠
塚
さ
ん
は
、

「
守
備
が
う
ま
く
な
る
に
は

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
一
番
」

と
話
し
、
ボ
ー
ル
の
握
り
方

や
ボ
ー
ル
を
受
け
る
と
き
の

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
指
導
し
、

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
打
球
の
方

向
を
意
識
し
て
打
つ
よ
う
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
し
た
。

元
プ
ロ
野
球
選
手
と
の
練
習

か
ら
何
か
を
得
よ
う
と
、
子

ど
も
た
ち
は
必
死
に
白
球
を

追
い
か
け
、
気
持
ち
の
よ
い

汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

中央審査会で 

安達恭子さんが 

　県知事賞 

選
手
の
快
走
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ 

楽しみながら身体を動かそう 

第３４回市小学校水泳競技大会 

流山小が総合優勝 

µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ

µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ
µ

レ
ー
ス
の
参
加
申
し
込

み
は
お
早
め
に

十
月
十
日
に
開
催
す
る

「
第
十
三
回
流
山
ロ
ー
ド
レ

ー
ス
大
会
」
の
参
加
申
し
込

み
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

参
加
希
望
の
方
は
、
八
月

二
十
七
日
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
、
所
定
の
参
加
申
込
書

（
郵
便
振
替
用
紙
）
で
申
し

込
み
を
。

□問
ス
ポ
ー
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振
興
課
@
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∂
∂
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∂

∂
∂
∂
∂
∂
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∂
∂
∂

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

早
朝
歩
こ
う
会

〜
手
賀
沼
公
園
〜

▽
期
日
＝
８
月
29
日
∂
※

小
雨
決
行
▽
集
合
時
間
／
集

市
ス
ポ
レ
ク
祭

「
高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
地
区
大
会
」

▽
期
日
／
場
所
＝
A
９
月
15

日
π
／
市
総
合
運
動
公
園
ピ
ク

ニ
ッ
ク
広
場
B
９
月
17
日
ª
／

上
耕
地
運
動
場
※
小
雨
決
行
▽

時
間
＝
い
ず
れ
も
９
時
30
分

（
受
け
付
け
は
９
時
）
〜
▽
対

象
＝
市
民
▽
参
加
費
＝
無
料
▽

申
し
込
み
＝
２
人
１
組
と
し
、

８
月
31
日
ま
で
に
電
話
で
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
へ

□問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
@
７
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５
９
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２
１
２


